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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、時間分解能に優れる小型脳波センサーと空間分解能を有する光トポグラフ
ィーを併用した時間的・空間的な解析法を用いて口腔顔面痛の病因を明らかにし、脳波または画像所見が口腔顔面痛の
診断マーカーとして有用であるか否かを検討の検討することであった。病因の解明にまでは至らなかったが、口腔顔面
痛を有する患者の脳波を解析し、データ収集を行うことができた。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to clarify the pathogenesis of orofacial pain by 
using the temporal and spatial analysis method was a combination of light topography with a small brain 
wave sensor and the spatial resolution with excellent temporal resolution, EEG or imaging findings buccal 
It was to examine the consideration whether or not it is useful as a diagnostic marker of facial pain. 
Although not lead to the elucidation of the pathogenesis, analyzing the EEG in patients with orofacial 
pain, it could be data acquisition.

研究分野：口腔外科
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１．研究開始当初の背景 
 口腔顎顔面領域の慢性疼痛を主症候とす
る疾患には器質的異常を認めず、病因を特定
することも困難であるものが存在し、その診
断ならびに治療には苦慮することも多い。持
続性特発性顔面痛、複雑局所痛症候群、顎関
節症Ⅴ型、舌痛症などがこれに該当する。近
年、これら疾患は口腔顔面痛として新たに枠
組みされ、歯科口腔外科学・歯科麻酔学・歯
科心身医学などの学問分野から注目され、病
因・病態の解析や新規治療法の開発が鋭意進
められているが、未だ解決されていない。こ
れまでの我々の研究成果から、自律神経系の
異常が本疾患の病因・病態に何らかの影響を
及ぼしているとの知見を得たが、未だ真の病
因解明には至っていない。我々は本疾患の中
枢性病因の存在を想定し、徳島大学病院臨床
研究倫理審査委員会の承認のもとに小型脳
波センサーを用いて本疾患患者数名の脳波
を測定し、α・β・δ・θの各周波数帯域に
ついて解析した。その結果、α波帯域に比べ
てβ波帯域の有意な発現が認められ、さらに
直線偏光近赤外線星状神経節近傍照射法
（SGL）によってα波帯域優位に変化するこ
とを確認した。このように脳波検査は本疾患
の病因解析手法として有用であると考えら
れるが、脳波センサーの宿命として時間分解
能（経時的変化を捉える）には優れるが、空
間分解能（三次元的位置把握）に劣る点が避
けられない。そこで、我々は空間分解能を有
する病因解析手法として光トポグラフィー
に着目した。本法は血液中の酸化ヘモグロビ
ンと還元ヘモグロビンの近赤外線に対する
吸収スペクトルの差を利用して分光計測を
行い、血液動態変化から脳機能を画像化する
ものである。時間分解能に優れる小型脳波セ
ンサーと空間分解能を有する光トポグラフ
ィーの併用は互いの長短所を補完し、時間
的・空間的に解析できる画期的な方法であり、
本疾患の病因解析手法として極めて有用で
あると考えられる。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は時間分解能に優れる小型
脳波センサーと空間分解能を有する光トポ
グラフィーを併用した時間的・空間的な解析
法を用いて口腔顔面痛の病因を明らかにし、
病因の解明に至った脳波または画像所見が
口腔顔面痛の診断マーカーとして有用であ
るか否かを検討することである。 

 
３．研究の方法 
 本研究は小型脳波センサー・光トポグラフ
ィー併用による時間的・空間的な解析法を用
いて、１）口腔顔面痛の病因を明らかにする、
２）病因解明に至った脳波または画像所見が
口腔顔面痛の診断マーカーとして有用であ
るか否かを検討する。具体的には、α・β・
δ・θの各周波数帯について疾患特異的な帯
域を抽出する。さらに、各チャンネルのヘモ

グロビン信号変化（受光強度）を計測し、イ
メージング画像を作成する。これらを疾患群
－対照群間と初回－終回治療間で対比し、統
計学的に検討した。 
 
４．研究成果 
われわれは一連の研究過程で本疾患の中
枢性病因の存在に着眼し、その解析手法とし
て小型脳波センサーと光トポグラフィーの
併用を考案した。本法は時間分解能に優れる
小型脳波センサーと空間分解能を有する光
トポグラフィーを併用することで互いの長
短所を補完し、時間的・空間的に解析できる
画期的な方法である。本研究の学術的な特
色・独創的な点は、本疾患の病因解析手法に
上記解析法を用いた。さらに、本研究によっ
て得られる知見は単に本疾患の病因解明の
みならず、新規診断法の開発にも絶大的に貢
献するものと考えられた。すなわち、本疾患
の病因解明に至った脳波または画像所見が
疾患特異的な所見、すなわち診断マーカーと
して確立されれば、（本疾患には器質的異常
が認められないがために）他疾患を除外診断
することでしかなされてこなかった従来の
診断プロセスが劇的に進歩する可能性があ
る。本研究の貢献は歯科口腔外科・歯科麻酔
科・歯科心身医学などの歯科領域にとどまら
ず、ペインクリニック・神経内科・心療内科・
心身症科など慢性疼痛を取り扱う医科診療
科に対しても益するところは極めて大きい
と考えられた。また、本疾患は患者の QOL に
密接に関わっているため、患者・社会からの
本疾患に関する研究・医療の発展を望む声は
大きい。しかしながら、本邦をはじめ諸外国
においても、これらの研究・医療は停滞して
いるのが現状である。したがって、本研究に
よって得られる知見は本疾患関連研究・医療
に新たな視座を与え、その発展のための推進
力となると考えられた。今後も小型脳波セン
サーと光トポグラフィーの併用を行い、研究
データを積み重ね、新たな知見の解明につな
がるよう、研究を継続していきたい。 
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